
R5_全日本カデット諸連絡
令和５年8月１・２日（火・水） 於：松山市総合コミュニティセンター

大会前までの諸連絡
１ 駐車場について

近隣の商業施設への駐車や駐輪は、御遠慮ください。協会は、一切責任を負いません。

２ 大会開催が危ぶまれると判断される場合について

気象及び防災関連などで、大会開催の有無について、必要があれば、事前に松山卓球協会公式ホ

ームページでお知らせいたします。

３ その他必要と認められる連絡について

松山卓球協会公式ホームページで、連絡します。

開場から開会式・競技開始までの諸連絡
１ 開場時刻など

開場時刻は、午前8:00です。チーム責任者がチームを整列させて入場してください。

入り口は、松山市総合コミュニティーセンター体育館（以下コミセンという）正面入り口のみとなっ

ています。メイン・サブアリーナは、上履きとなります。

２ 受付、棄権連絡など

受付開始時刻は、8:20～8:30頃を予定しています。本部から放送で受付開始の御案内いたしま

す。受付場所は、本部（メインアリーナ）です。

参加料の支払いは、男女別です。お手数ですが、同一チームであっても別立てとなっております。

また、大量の小銭での支払いは、御遠慮ください。また、シングルス・ダブルスの両日参加の場合

は、一日目に参加料全額（シングルスとダブルス）をお支払いください。

受付の際に、申し込み人数＋１を種目別にお知らせください。棄権をした選手のトーナメント表も、

必ずお渡しいたします。予備はございませんので、御協力ください。

棄権連絡は、トーナメント表配布後開会式前までに、種目・選手番号・氏名を本部にお伝えくださ

い。

開会式の際に、棄権連絡を全体放送で確認します。開会式開始前に、選手にトーナメント表をお渡

しください。開会式が始まったときに、選手に配布することのないようにお願いします。

ゼッケンを忘れた場合は、本部にて２００円で販売していますので、必要な場合は、御購入くださ

い。

３ 開会式次第（順序の変更もありうる）

① 松山卓球協会会長挨拶

② 競技進行上の諸連絡

③ 会場使用上の諸連絡

④ 棄権連絡

⑤ その他の連絡（次回の大会や忘れ物などがあれば、必要に応じて行います）

⑥ 競技開始時刻の連絡（待機システムを含む）



競技進行上の諸連絡
１ ルールについて

現行の日本卓球ルールに準じて行います。

試合は、すべて１１点５ゲームズマッチです。

タイムアウト制は適用しません。

試合前の練習は１、２回戦については２分程度、３回戦以降については３球ミスとします。

ラケット交換は、自身のラケットを相手に見せ合うようにしてください。

アドバイスは３回戦から可とします。ゲーム間のアドバイスは、1分以内です。ベンチコーチは選手１

名につき１名のみです。ベンチコーチの服装は、白を基調としない服装でお願いします。

※ ベンチコーチとは、監督・アドバイザー・選手のうち1名です。アドバイザーが途中で入れ替わる

ことはできません。監督・アドバイザーは、卓球協会本年度ワッペンをつけてください。選手は、

ワッペン不要です。

※ 初心者（特に１年生ダブルスなど）でルールが分からない、あるいは何らかの理由でルールに

関して補助の必要な選手には、1回戦からルール説明のみのアドバイザーを付けることができま

す。

観客席からのアドバイスや通信機器等を使った指示は、プレーヤーの失点となる場合があります。

試合球は、本部で用意します。他メーカーのボールを使用したい場合は、新球に限り持ち込み可で

す。希望が相手と違う場合には、ボール選択のじゃんけんを試合前に行い、試合球を決めてくださ

い。

試合終了後の握手をしない場合は、台の両端で挨拶をしてください。

２ 試合進行について

試合は、トーナメント方式で行います。コート番号や試合順番が記載されていますので、確認してく

ださい。相手選手が来ない場合は、本部席に連絡してください。

ベンチは、対戦者の選手番号の小さい選手が、本部に向かって左側です。

待機システムを採用します。開会式の後、各コートの第1試合の選手２名と選手番号の小さい方の

チームから審判を１名は、各コートに入ってください。第２試合の選手は、各コートの後ろの方に入

ってください。その後は、次の試合の選手が各コート後ろで待機することになります。

選手番号の小さいチームからの審判が難しい場合は、選手番号の大きい方のチームからお願いし

ます。

最初に試合以降の待機に入るタイミングは、自分の前の試合の1ゲーム目が始まった後、コート後

ろに待機してください。早過ぎないようにしてください。

ゲーム前に、相手の所属チームと選手名を確認してください。

ゲーム終了後は、勝者が本部に報告に来てください。報告は、「種目・選手番号・チーム名・選手名・

ゲームカウント」です。

※ 勝者報告の例「お願いします。」「１年男子、123番、愛媛中学校、松山太郎、３対１で勝ちまし

た。」「ありがとうございました。」

試合が進んで、トーナメント表に試合番号が書いてない対戦は、本部から放送で連絡します。

ゲーム終了後は、敗者が次の試合の審判（そのコートで次の試合の審判：敗者審判といいます）を

してください。

女子カデット13歳以下と女子カデット14歳以下の２種目は、敗者復活戦があります。



３ 上位大会への参加資格について

シングルスについて、男子はベスト６４・女子はベスト３２＋１６が８／２９（火）、ダブルスについて

は、ベスト１６が８／３０（水）に愛媛県体育館（砥部）で行われる全日本卓球選手権大会（カデットの

部）愛媛県予選会（以下県カデットという）への出場権を得ます。

県カデット出場権を得た選手で、当日大会に出場しないことが分かっている選手は、本日中に本

部まで連絡してください。明日以降の連絡は、県カデット棄権扱いとなりますので、参加料シングル

ス６００円（参加料＋冷房代）、ダブルス１２００円（参加料＋冷房代２人分）が発生します。

女子の３回戦敗退者（ベスト３２決定戦）には１試合だけ敗者復活戦があります。勝者（＋１６）は、県

大会への出場権を得ることになります。

女子シングルスの敗者復活戦は、本部から放送連絡をします。該当の選手で敗者審判が終わって

試合ができる状態になった選手は、本部席まで報告に来て下さい。もし、敗者復活戦に参加できる

選手で、8/29（火）の県カデットに参加しないことが分かっている場合は、試合を行いませんので

必ず本部に連絡をしてください。

４ 上位大会参加者一覧の発表について

県カデットへの出場権を得た選手の一覧を、松山卓球協会公式HPと松卓協中学部のグループLI

NEでお知らせします。今回からメールでの連絡は、ありません。

５ 表彰について

表彰は、種目別に行います。各種目ごとに、ベスト４は賞状と賞品（トロフィー）、ベスト８は賞状が

あります。

各種目終了後に本部から放送連絡をします。各種目のベスト８の選手は、放送連絡に注意してくだ

さい。なお、何らかの都合で表彰に参加できない場合は、本部まで賞状を取りに来てください。

６ スムーズな進行について

スムーズな進行に協力をお願いします。大会終了が遅くならないようにしたいと思います。また、

試合の進行状況によっては、コート変更をする場合がありますので、放送をよく聞いてください。

会場使用上の諸連絡
１ 上靴下履の区別をお願いします。靴はシューズ袋に入れて管理し、出入り口付近に靴を置かない

ようにしてください。

２ トイレをきれいに使ってください。

３ ゴミは、御自身で持ち帰り、処理をしてください。

４ 会場館内で準備運動や練習などをしないでください。

５ 観客席での飲食は可となっておりますが、できるだけ感染諸対策をお願いします。

６ 手すりから身を乗り出さないでください。また、手すりにものを置かないでください。

７ 物品の管理（特に貴重品）は、御自身でおこなってください。

８ お帰りの際は忘れ物がないようにしてください。

９ カメラのフラッシュやビデオ・スマホのライトを点けた撮影は禁止となっております

１０ 近隣の商業施設への駐車は、お控えください。なおトラブルに関して、本協会は一切責任を負い

ません。


